
1 

 

 

■６年度推進協議会全体会議(総会) 

令和６年５月１６日(木)14：30～ 大分市コンパルホール 305  出席１３名 

(1).５年度活動報告：◎フォーラム in 大分並びに津久見の結果、◎牧会長の NHK 訪問と大都市圏

の大分県人会との交流状況、◎各役員の活動報告  

(2).決算報告、(3).役員人事について(牧会長は大河ドラマ推進活動に専念するため大友氏顕彰会

は名誉職に、後任理事長に若杉、ほか人事は報告済み) 

 

■第９回宗麟公４３８回忌供養祭 

令和６年５月１９日(日) 樹林寺(臼杵市)、宗麟公墓地(津久見市) ３０名 

今年は石川新津久見市長が参列された。 

 

■大友氏顕彰フォーラム in大分 

令和６年９月 28日(土)13：00～16：00 大分センチュリーホテル 2F  

参加 144 名(会員 37・一般 107) ◎本題＝パネルディスカッションに先立ち第３回エッセー入賞者

表彰式実施、◎アンケート実施、回答数９１名(回収率 63％)、フォーラム参加者の大友氏に関する

認知度を知ることが出来非常に有意義だった。 

 

■大友氏顕彰フォーラム in豊後大野 

令和６年 10月 19日(土)13：00～16：00 エイトピアおおの 小ホール  

参加１６０名(名簿１４８／会員 37・一般 107) ◎第一部：真名野長者ほか、第二部大 tも能直ほか

◎今回もアンケート実施、回収１１２名(回収率 70％) ※入場数・アンケート回答率も大分を上回っ

た。入場数で地方都市が大分市を上回ったのは初。 

 

■宮崎研修バス旅行 

令和６年 10月 22日(土)8：00～ 大分駅バスプール発着 

宮崎方面の悪天候の予報が出ていたが誰一人危惧する声がなかったので挙行した。延岡から雨、

次第に強くなり飫肥城では豪雨。夕方になり東郷町で道路冠水のため通行止め、町の公民館で一泊

を強いられた。良くも悪くも貴重な初体験だった。 

 

■第８回 NPO博参加 

令和６年 11月 24日(日) 祝祭の広場 

若杉・藤田・大塚出席、各自受付や冊子販売など担当、５分間の持ち時間でステージに立ちパワー

ポイントで我々の活動を紹介した。 

 

■大野川合戦まつり 参加 

令 和 ６ 年 度 事 業 報 告 
                    【大河ドラマ誘致推進協議会】        令和７年３月３１日 
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令和６年 11月９日(土) １３：００からの成大寺での戦没者法要に参列 (牧・若杉) 

 

■大分っ子神楽祭り 協賛 

令和６年 11月 30日(土) 祝祭の広場(若杉・大塚・藤田) 

 

■立花宗茂公祥月命日法要参列 

令和７年 1月 15日(水) 柳川・福厳寺 (若杉) 

「御花」は今年を初回として毎年１月に開催を決めた。大河ドラマ誘致は当推進協と前後して活動を

始めており数年前からお互いのイベントを通じ連携していたが大分市の宗麟公まつりが中止となり頓

挫、いろんな機会を利用し連携を深める必要がある。 

 

■顕彰会・推進協議会 合同新春の集い 

令和７年 1月 29日(水)18：00～20：00 アートホテル大分 

両会内外から３１名の参加があった。全員の自己紹介のため時間的に危惧したが時間ないんで終了

できた。 

 

■在京大分県人会「法人会員大分新年会」 

令和７年 2月 29日(水)12：00～13：30 リストランテ クインディチ(中央町) 

初の地元での新年会という。在京の県人だけではなく地元の我々も参加できるのでこういった場はあり

がたい。参加者はひと言発言できたが最低５分はほしいが多すぎて無理か。 

 

■そのほかの役員活動 

大分学研究会 例会発表 

令和７年 1月 25日(土) ホルトホール 3F 

若杉理事長は大分学の会員でもあるので「大友氏顕彰会理事長就任講演」という形で１月例会で大

友氏を講義した。大分学での講義は９年間で３回目。 
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NHK大河ドラマ「大友宗麟」誘致推進協議会 

令和６年度の活動報告                       

                            会長 牧 達夫  令和 7年 3月 31日 
 

昨年５月から「大河ドラマ推進協議会」と「NPO法人大友氏顕彰会」は新体制で動き始めたが、

役員一同は大河ドラマ推進協議会の母体である大友氏顕彰会の再構築に向けての活動が中心

になった。そういうこともあり、私牧達夫は大河ドラマ推進協議会会長として大都市圏の大分県人

会への出席が目白押しで時間的に厳しい中活動することができた。昨年９月に上半期は報告済

みだが以下はそれも含めた１年間の報告(詳細は省略・項目のみ)である。 

 

「大友宗麟公を大河ドラマに！」を旗印に、全国主要都市の大分県人会や大分県内

各種団体の諸行事での広報活動 (令和 6年度 その 1) 

 

1. 大分県人会における広報活動 

ア. 在京大分県人会 5月 19日(火) (大手町サンケイプラザ、 参加者 200名) 

「今後の大河ドラマ」に向けての決心について PR. 

イ. 福岡大分県人会上期例会 5月 28日(火) (ホテルモンテレ福岡、参加者 100名)、6月

19日(水)放送予定の「歴史探偵・大友宗麟(NHK総合)」を交えて大友宗麟について説明。 

ウ. 神奈川大分県人会総会 6 月 15 日(土) (日本青年館ホテル、 参加者 100 名)。6 月

19日(水)放送予定の「歴史探偵・大友宗麟(NHK総合)」のＰＲと大河ドラマ実現に向けての決意

表明。 

エ. 東海大分県人会祝 50周年記念総会 7月 6日(土) (ホテルメルパルク名古屋、 参

加者 300名) 

別添資料『「大友宗麟」を大河ドラマに！～ヨーロッパ強国進出に正面から向き合った戦国大名

～』を参加者全員に配布。 

オ. 関西大分県人会総会 7 月 20 日(土) (大阪キャッスルホテル、 参加者 170 名)。出席

予定だったが体調不良のため欠席。しかし、別添資料(同上)参加者に配布された(事務局確認)。 

 

2. 各種団体等での広報活動 

(1) 明大校友会令和６年度総会・親睦会 ６月２３日(日)  
(ホテル日航大分、参加者 200名)。懇親会の冒頭あいさつで別添資料(同上)説明。 

(2)粋き粋きサロン  6月 24日(月) (鶴崎皆春公民館、参加者 50名) 

別添資料(同上)をもとに講演、(2、3の質問を受ける) 

(3)老人クラブ九州ブロックリーダー研修会  ６月４日(木)・５日(金)  

(ホテル日航大分オアシスタワー、参加者 200名・九州各県代表と大分県老連) 

２日目の５日、別添資料(同上)を説明。 

(4)歴史・文化塾  7 月 11 日(木) (南大分公民館、参加者 18 名 ※月に１回講師として活 

動)。6月 19日放送の「歴史探偵・大友宗麟(ＮＨＫ総合)」について感想を聞いた。大河ドラマが

近づいたのでは等の感想があった。 
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(5)大分市老連女性会員研修会 ８月２３日(金) ホルトホール、参加７０名 

大友宗麟公について説明 

(6)９月２１日(土)在京大分県人会との交流会 JR九州ホテルブラッサム 8F 

出席者・秦県人会会長、佐藤知事、足立大分市長ら 50名。牧・若杉参加し大河ドラマを PR 

(7)９月２５日(水) シニア大学 ホルトホール、５０名 

   ５０分間、大友氏の歴史について講演 

(8)12月４日(水) NTTOB忘年会 アートホテル、出席 4０名 

   大友氏の大河ドラマについて PR 

(9)12月 10日(火) 志士の会 レンブラントホテル、参加 20０名 

   大友氏について PR 

(10)12月 14日(土) 明大 OB忘年会 こつこつ庵、1０名 

  宗麟公の大河ドラマについてＰＲ 

(11)12月 17日(火) 大分市老連研修会 ホルトホール、6０名 

  大友氏についてＰＲ 

(12)1月２8日(火) 臼杵市役所に西岡新市長を訪問  
  大友氏の大河ドラマについて説明(再会を約束) 

(13)２月５日(水) 全国老人クラブ連合会都道府県代表会議 15０名 

  懇談会の席で大友宗麟の大河ドラマについてＰＲ 

  大分県頑張れ、牧さんがんばれの声援 (全老人連副会長として) 

(14)２月６日(木) 志士の会新年会 レンブラントホテル、200名 

  大友宗麟公の大河ドラマについて PR 

(15)３月３日(月) 古国府老壮クラブ新春の集い、30名参加 

  大友宗麟公の大河ドラマについてＰＲ 

(16)３月４日(火) 大南地区老人クラブ 大南支所、80名 

  大友宗麟公について１時間にわたり講演 

(17)３月６日(木) 「大分の歴史文化塾」 南大分公民館、20名 

  アルメイダと大友宗麟公について２時間講演 

(18)３月 30日(日) 豊府校区老人クラブ役委員会 上田町、6名 

  アルメイダと大友宗麟公についてＰＲ 
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日本放送協会会長 稲 葉 延 雄 殿 

ＮＨＫ大河ドラマ「大友宗麟」 

を誘致する要望書 
 

ヨーロッパにおける戦国大名関連の文献・絵画・版画等の史料調査で、最も多くの遺物を

確認できるのは、織田信長、豊臣秀吉、徳川家康など、日本史上で著名かつ評価の高い人物

ではありません。その人物とは、１６世紀のヨーロッパ史との関りにおいて最も影響を与え

たと言われ、「豊後王」とも表記される大友義鎮(のちの宗麟)です。 

世界規模の視点から見えてきた新たな「戦国日本史」の真実、それは、戦国日本と世界が

織りなす激動の時代そのものでした。 

戦国時代、ほとんどの大名が国盗り合戦に明け暮れるなか、「戦国大名」「日本」の枠を

超え、豊後の国王として、いち早くグローバルな視点でアジア・ヨーロッパ諸国との外交に

着手した異色のアジアン大名「大友宗麟」の名が、当時の日本の最も有力な人物としてヨー

ロッパ史の様々な記録に刻まれているのです。 

こうした背景のもと、豊後府内(大分市)は西洋医学、西洋音楽など南蛮文化発祥の地とさ

れ、宗麟によって広く世界に目を向けた南蛮文化が栄える国際貿易都市として発展していま

す。 

 

また、大友家臣団も、戸次鑑連、高橋紹運、立花宗茂など後世に名を残す魅力ある武将た

ちが多く、さらに、ザビエルをはじめとする宣教師、日本初の西洋式病院を創設したルイス・

デ・アルメイダらとの交流は、大友氏、豊後を描くことでしか表現できないドラマとなりま

す。 

地元大分では、平成２３年に「ＮＰＯ法人大友氏顕彰会」、その後まもなく「ＮＨＫ大河

ドラマ『大友宗麟』誘致推進協議会」が設立され、これまで、「大友氏顕彰フォーラム」を

２３回、「宗麟公まつり」を１０回開催するなど様々なイベントが実施されるとともに、大

友氏を題材とした小説が数多く出版されるなど大河ドラマ誘致に向けた機運の醸成が進ん

でいます。 

さらに、協議会では、２０３０年に「宗麟誕生５００年祭」を開催予定であり、この大き

な節目の年までに大河ドラマ誘致を実現することができれば、観光振興や地域活性化の起爆

剤になると強く期待しています。 

 

こうした地域の取り組みや歴史的な魅力を踏まえ、戦国諸大名のなかでいち早くアジア・

ヨーロッパ諸国と交易し、進取の気性で大航海時代を生き抜いた大友宗麟から、大友家臣と

して下剋上の時代に最後まで武士魂を貫き、関ヶ原の敗戦から唯一大名に返り咲いた立花宗

茂までを描いた大河ドラマ誘致への熱い思いをご理解いただき、是非、取り上げていただき

ますよう、よろしくお願いいたします。 

 

令和７年１月２３日 

 

大分県知事 佐 藤  樹 一 郎 

 

ＮＨＫ大河ドラマ「大友宗麟」誘致推進協議会会長 牧  達 夫 

      (公益財団法人 全国老人クラブ連合会 副会長) 
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令和６年３月９日～令和６年１２月２８日 
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